
蚕室蚕具消毒剤シルゾールに添加する新防鍋剤の効果と使用法

(蚕試 環 境部 )

1 . 背 景とねらい

新しい蚕室蚕具消課剤シルゾールは各種の蚕病病原に対 して高い消毒効果があ り、 刺

激臭がほとんどなく、蚕児への影響も少ないことから、 蚕期が重複 してホルマ リンが使

用できない場合などに利用されている。 と ころが、 シ ルゾールは施設 ・機械類などの金

属に対 して著 しい鏡を発生させる欠点があり、 利用を見合わせている農家が多い。

そのため、 シ ルゾール用の防鋪剤のスクリーニングを続けてきてお り、 こ れ まで非イ

オン系展着剤ハイテンAの 添加 を指導 してきたところであるが、 これに替わるものとし

て植物油製防鋼剤 く商品名:サ ピヨン、主成分 :植 物油8 5 % ) を 見出 したので紹介する。

2 .技 術内容

( 1 ) シルゾール3 0倍液に0 , 0 5 % 量 ( 2 , 0 0 0 倍希釈 )の サ ピヨンを添加 し、 消毒液調整後は

運やかに使用する。

( 2 ) この消毒液は金属の鏑の発生が少なく、 各種病原の消毒効果が高かつた。 ま た、 蚕

に対する影響も認め られなかつた。

3 .指 導上の留意事項

( 1 ) サピヨンは水にな じみ難いので、先ず少量の水に溶か し十分混合 してか ら、 最後に

シルゾールをカロえる。

( 2 ) 消毒液は調整後直ちに使用すると その限度は 2 ～ 3 時 間以内とする。

( 3 ) サピコンは消尋のつど、毎回添加する。
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表1 防 錦刑サピコン添加による防鏑効果 (62.岩 手蚕試)

注)一 :錦の発生なし、土く十く+く‖の順に鏑の発生が多い。

表2 殺 薗効果に対する防節押1サピコン添加の影響 (62.岩 手蚕試)
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注)一 :菌の生育なし、附:菌の生育良好

表3 ウ イルス不活化に対する防鏡剤サピコン添加の影響         (62.岩 手蚕試)

不活化対数

注)NPVi核 多角体病ウイルス、CPV:細 胞質多角休病ウイルス、 IFV:伝 染性軟化病ウイルス

表4 蟻 蚕に対する経口毒性試験
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